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社員の心を掴むスピーチ術
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ていくのか 本 書において害さんとともに考

えていとたいと思います

仕事相 私 は企業や詣団体から招 瑠を受

けて議演をすることが多いのですが 訟 演会

場において そ の都度 感 じることがありま

す そ れは 「語演会場は
“
生き秘

"で
あ

るJと いうことです

例えば 語 涙のテーマが仮に同じテーマで

あったとしても 訪 れる議演会場にようて

その雰囲気はまったく異なります 言 うまで

もなく 会 場力1遠えヤ魚 そこで播演を園く

人々は 皆  “果なる方々
"で

す 会 場によ

ってその雰囲気が違うのは 当 たり前といえ

ば当たり前のことです

今 そ れぞれの講演会場にお1するどまざま

な様相を振り返ってみf5と 「たとえ話す内

容が同じテーマであってし 人 生経験 社 会

経鹸が異なる人すにそれを諸すということは

かなり難しい行為であるJと いうことをしみ

じみを題じます 実際 私自身 か なり議し

慎れてt るヽテーマで詰演とするときでも し

ばしば 「この会場において開営手の皆=ん

の心をねむにはどうした,い いのだちうかJ

と心配になることわ【あります。心配になる唯

一の理由は 先 1まど述べましたように ま ど

に 「譲演会場は
・
生盲物

コ
であるJと いう

理由からです で は 生 き物である講嶺 “

ピーチ)を 一体どのように上手にすネーシし
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会社組織のトップとして求められる力量 ま

いろいちありますが そ の中の一つは 「人

の心を槽む力J 即 ち 「社員の心を相む力J

であるとrrxは捉ぇます

会社組鞭を 「経営Jと いう観点から見るな

らば 経 営者は い わば r社員の親Jの よう

な存在であると言えます こ のような意味で

す
社員の親 と して社員一人ひとりと問営合

える経営者には 皆  社 員に対する 「愛倍」

があるということができるでしょう。

経営者が一人ひとりの社員の前でスピーテ

をするとと 当 然とがう 社 員はます 「社長

は自分たちに対して愛倍があるのかどうかJ

を考えます

スピーチは あ る意味で セ不思議な効

果 をrrっている【覇です 例え1魚話がう
まい人が美辞麗句を並べて話巧みにスピーチ

をしても 園 宮手は ス ピーチにおいて自分

たちへの愛情を態じなければ あ まり熱心に

話を璃くことはないものです 4話 術
コ

とし

て ど のように諸すテクニックが優れていて

も 「言うことは理想静のオンパレード 言

葉自体は上手に猥っているが 聞 言手に対す

る配慮がない 愛 情がないJと いうスピー″

に 岡 ど手が熱心に耳を費す道理などどこ1=

もありません。

2

その反面 次 に述べるタイプの人のスピー

チ,よ 闘 と手の心を確実に損みます それは

すなわち 「話し方はうまくないが 丁 寧に

'げ で環る人Jの スピーチです 大 切なの

は 話のテクニックではなくf心」笠逸だ

けのテクニックで嘩るのではなく 「自分の

心Jを 素直に表現し 園 営手の心と 「心のコ

ミュ■ケーションJを 国ろうとすると 問 と

手は臆 る興味を持って話を盛いてくれるも

のです。

以上のことを大前提として こ こからは

経営者である読者の智さんにご提案したい

「心を担むスピーチ術Jを 実現するための

0つのポイントについて述べていとます

(' 社員の 「題」だけでなく、「日の表

ll」を見ながう態をする

会社組構のトップとして優れた紹営を実現

するには 言 うまでもなく し っかりとした

経営理念 哲 学を基盤として 「より質の高

t弾課錦輸コ を実行 実 現することが必要不

可欠です 経 営者として会社の (健全な経

営)を していくためには 趣線のトップとし

て 題 繊を理性的に指揮 監 督し 「森を見

て木を見 木 を見て森を見るJと いう如く

「全体を見て個々を見 個 々を見て全体を見

る」という極めて紹合的 (総括的)な 経営手

腕が必要となります。

経営者の立場は ま どt=「人 (社員)の
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上に立つ立場Jに あります し たがって そ

うした立増にある経営者が社員の前でスピー

チをすると宮 通 常 経 営者は 組 勲におけ

るリーターンッブをしっかりと発揮するべく

それぞれの社員の 「顕Jを 見なが,活 をする

ものです。

国内はことより 海 外における/F葉におい

て 社 自のJFlをまったく党ないでスピーチを

行う経営者は 実 に 皆 無に等しいてしょう

しかし ス ピーチをするとき 「社員の劇

を見ても 社 員の 「顔の表借Jを 注意深く見

なが●話をする経営者はそう多くないと思い

ます

人ntで話をするとさ 「相手の顔を見なが

ら話をするJと いうことは基本中の基本とい

える重要ポイントです しかし 大 抵の場合

話し手は 聞 旨手の f顔を見るJこ とですっ

かり安心してしまいます 喫 路 日 本でも海

外でも 議 し手が 聞 営手の 「額の表情Jを

冷蒔に把握し 「問宮手がどのようとお境で

自分の話を残いてるのかJに ついて雑察する

ことを疎 )ヤ=してしまっていることが多い

ように見受 )られます

本増を通して 経 営者の皆さんにご梶実し

たいことは 「話をするとと 社 員の顧を見

るだけでなく 社 員の期の衰情をしっかりと

児ながら 経 の野田気を客観視していただ言

たいJと いうことです ス ピーチをするとを

場の雰F8気を銃く推索し 「今8の この場に

的1 0 0

おいて 社 員 まどのような字囲気で自分の話

を碑いているのかJと いうことを理性的に把

握することが 先 決なのです

一事が万事で (一 方的な神 し付けのスピ

ーチ)を 強行するのではなく 闘 き手である

社員一人ひとりが く頗る前向どな気持ち〉で

聴けるように話の展開に工夫を瞬らしてみて

ください そ うすることで 必 ず 「自分が

社員に伝えたいこと」が確実に伝わるように

なり 社 員との信頼関係も “より数日とも

の
"に

なってい営ます

では ス ピーチのとと も し 社 員が 「前

向せな気持ちJで 話を聴いていなかった場合

一体どのような方策を講すればよいのでしょ

うか

この場合 最 も効果的な方策は 「上子に

話の流れを変え 社 員tことって関心度の高

いトピック"を
師入するJと いうことです

側えば タ ビー,の 内容が 「販売戦略Jの

話である場合 通 常 缶 す内容のほとんどす

へては 言 うまでもなく 「真剣嚇負の話J

となります 票 剣臓負の話 = 40代 以上の

社員であれば終心に耳を傾けるに速いありま

せんが 20代 や30代の社員となると 社 員

によっては輿味を持って話が聴けない人t出

てさます 社 員を前にしてスピーチをしてい

て そ うした状況に遭遇した際 「
“
当たり

前
"の

真711勝負の話Jを 延々とし続 すること

は 決 して得策とは言えないことです



この場合 例 えば ス ピーイにおいて テ

レビや雑誌などで今話題になっている卜tFッ

クを活用したリ タ レントや,F慢 ミ ュージ

シャンのH舌を真体例としてスセーチの中にfr

人し 帝 い ,代の社員の興味をそそる工共か

必要となります ど のような人においても該

Jす ることですが 通 常 大 ま 自 分自身に

とって興味のある話をrrにすれば 「一体ど

んな話の流れになるのだろう?」 と 自 然!

その話に対する興味力1おいてくるものです

とにかく ス t一 チをするときは イ に

E8さ手である社質の甑のま憎を注意深く把握

吟昧し 状 況に応じて 「話の流れJ「括の

中身Jを 蹟機rc変に変える単軟な話し方をす

ることが肝要ととります た とえ話す1内容が

求晴らしくても そ の内容の伝え方について

それなりの工夫を規らさないと な かなか||

負の心を掴むことはできないものです

より良いスビーチをするには 一 方的に自

分の意見を述べるのではなく 相 手の興Flf

関心を鋭くキャッチし 「自分から囲せ子の

心の中に潜り送払 田 首千の注音をしっかり

と自分に向t)なJと いう 極 めて積極的な発

想法 カモ必要となります

0)最 初の1分で声のトーンを定める

人 工持 日 々のビジネスライ7に おいて

それぞれ共なる経験とし そ れに‖てい 心 の

中の状態も そ の■の心理状態によってかな

4

り喪なります 例 えは 普 段はスゼーテが上

手にでせる人であっても そ の,の もの状態

によって 必 要以上に繁破することもあれば

frjらかの理由で語ち帝いたムー ドで話を進め

ることができないlg合もあります 今  こ の

ような点を出宴ヤに入れて言えることは 「自

分のペース (リズム)を 乱さないということ

が よ り良いスビー,を 行うためのII篠茶■1

であるJと いうことです

スピー,を すると宮 採 較のあま,自 分の

本一スヵl乱れてしまった場合 =と んどす本

ての話し手は 会 場の雰囲気 (問を手の手Lu

気)に のまれてしまいます ビ ジネス経玖

そして ス ピーチ経験が豊首な経営者であっ

ても 時 には そ の宮の心理状なによって社

賞の前で上手にlIHがで宮ないとともあります

そのようなとさは 経 営者がたとえ組組の

トッブであろうと 当 然なわtう そ の一部皓

終を見ている問言手 (社員)は  「今日のtl

長 少 し空だとJと 思してしまいます ス ピ

ーチを行うその場において 社 員力1社長に対

して 「少し変だなJ「話の要点が個めない

なJと 心じてしまったち そ のスピーチは失

敗となります で は こ のような失敗をしな

いためにはどうしたちよいのでしょうか■

スビーテを失敗させない効果的な方法とし

てここでご!母峯したいことは 「スピーチの

提初の1分 ま 声 の トーンを定めるための

l rとするJ と十ヽうことで,

勾10 C



本来において 人 間の 「声Jは  実 に見率

に 本 人におけるそのと言の心理状ttを去し

ます 緊 張しているときに人前で嘩ると 声

力1使え 声 の トーンが 上がるのはこのためで

す.通 常 話 し手は 繁 張のあまう声の トー

ンが上がると そ れを問営手に悟られないよ

うに 音 段の自分の議すスピードよりも さ

うに早くいろうとします し かし 早 く畔ら

うとすれまする1まど  案械惑1=きら1こ高まり

そうなると も はや取り返しのつかない事14E

に陥ってしまいます

必要以 Lこ察張しないためには ス ピーチ

に入るとき 「最初の1分で声の トーンを定

めるJと いう方法が 極 めて効果的
ヤ

です

聞き手の前に立ったら ま ず第一に 自 分

の心を静め 会 場に漂う客囲気をしっかりと

把提 「最初の1分で声の 一ヽンをため 本

米の自分の話のベース (リズム)に するべく

少しずつ 声 の出し方 話 し方を調整するJ

とヽヽうことを試みてください 最 初の1分で

これを実行でされば 後 1ま 独 自の方法で

“
味のあるスピーチ

Ⅲ
を実現することがでと

るでしょう

(3)「安定したスピーチ」を奏現するた

めの発想法

どのような格営千であっても 大 勢の人間

の前でスピーチをするとなると 心 臓が キヽ

ド■し そ れなりに緊張するものです 緊 収

2 0【0 0

すると 「平体の心Jを 維持で言なくなり 上

手に商がで首をくなることがあります

以下において ス ピーテをすると言 「必

要以上に茶収しないための発想法」について

述べたいと思います。

そもそも ス ピーチをすると言に寮援する

のは 「
“
平常の心

'を
維持でどないJと いう

ことに起因しています。平常の心 即 ち

「平備どJを 離持するには ス ピーチをする

前に 自 分だけの時‖iをつくり そ こで碑か

に思索 あるい1ま願菰すると効A的です メ
ピーチの直前に で どれば10分程度の時間

を確保し 落 ち者いた客田気の中で 「心の整

理」をするとよいでしょう し っかりと心の

影理をしてスピーチ会場|=入り ・平常の自

分
'と

して語を始めるならば 必 要ll上には

障がドキドキすることはないものです。

この話をきらに進めると ス ピーチ直前の

時間だけでなく れ 日の生活tお いても 静

おに居蘇する時間を持つと ス ピーチにおい

て極めて効果的です

例えば 「毎日 30分 早起どをして ヨ ー

ヒーを厳みなが,想索をする時間を持つJと

いう方滋 縮 営者は大抵 ― 旦会iはこ出ると

過鯨
"と

も言えるほどの忙しさとなります

忙しいビジネスライフを送っていると な か

なか 「静かに思索するJ時 間を持つことがで

きなくとります こ のようを制点から 私 は

経営者の皆さんに 毎 日 30分 早起さをして



思索の時間を持つことをご担率します 毎 印

早朝の時間帯に30分 の想策をすることによ

り 「自分の心Jは 安定し そ の心の安定は

必ず 「
“
安定したスピーチ

"を
実現するため

の精神4f盤Jと なるに連いありません

スピーチの乱れは 「心の乱れJあ ら生じち

もの 常 に 落 ち者いた雰囲気の下で深い忠

索を試み 「平怖のいJを 維持することに努

めてみましょう

(0 同 じ高を繰り返すと
“
逆効果

"

これまで 世 界できまざまなスピーチと出

会った経験から一つ言えることがあります

それは 「人の心」を損む話し手に共通する

スピーテ テ ク■ックは 常 に 「語がくど

くない」ということです

「(ど くないJと は 技 受を撫えれは 「pl

じ語を何度も線り返きないJと いうことです

一般的に と のような人が喋るスピーチにお

いても 経 し手が 「間き手に
“
どうしてもわ

力,て もらいたいこと
'Jを

話し始めると

自然と力が入るものです ス ピーチにおいて

大切なことを話すときに力が入るのは 実 に

PII解でとる有様だと言えます し かし 本 当

に し っかりと問と手の心を掴みたいのであ

れば 同 じことを何度も線り返して話すこと

は控えるべこです

話しているその内容がたとえ重要なことで

あったとしても 基 本的に 議 というものは

0

「一回言えば十分Jで す ど のよう,連 要な

内容であっても m宮 子側の立場でいえば

同じことを何度も何度も言われると 「話が

くどいな lJ「 もう十分わかったよ !Jと い

う心唆になるのま ま さに 自 然の道理
°

と

言えます

確実に関き手の心を猶F」ためには 常 に

岡言手の興ll 関心をそそるへく 話 のスト

ーサーにおいて ■ 夫を達うす試みが必要で

す 問 壱手の心をしっかりと橿みなから ま

さ!=陥 家の宮刀Jを 抜くとこのように た

つた一言で決めな
“
殺し文句

"を
上手にtLう

テクニックを養いたいものです

い)「門」の取り方に注意する

読者である揺皆青の皆さんの中には 日 本

の伝統芸能である能や歌舞伎の難貨がお好き

な方もおられると思います 例 えま 歌 舞伎

においては 役 者が発する台詞は 常 に続け

きまに発せられるものではなく 時 には

「何も聞こえない空間Jと いうものが存在し

ます.「何も岡こえをい空間J い わゆるこの

空F5が 「間Jの 航念に相当するものです

「問Jは  役 者がその前後!=H4する台FHlを

「いい形J「いい雰囲気Jで 印親づける上で

4極
めて重要な役割 を 演じます 即 ち 台

詞には 言 うまでもなく メ リ′ヽりが必要で

す ス トーリーを演じるそれぞれの役者の声

は 速 度に 大 宮くなったり小さくなったり

20100



する一方 喋 るスピードも連くなったり選く

なったりを 声 の有様は実にきまざまな形と

なります

さて こ こからはスピーチの話.そ もそも

「人の需Jと いうとのは 同 じ雰囲気で続け

ざまに話されると そ の能にメリハリがなく

なり 問 喜手も遅屈してしまうものです

それ故 い い状笹で人に詰を轄いてもうう

には 「斎tド ラマチックにする目的で 話

すスピードを変えたり 時 に ま fjう 声を出

きない空間を練入するJと いうことか:得策

スピーテにおいて 「間Jを 挿入する必要性は

まさに こ の考え方に依tHlするものです Fl

ら空イヒの無いタビーチは 間 違いとく 問 ど

手の心を退屈にさせるのです

経営者の皆さんの中には 「でも 私 は歌

舞に役者ではないから そ のようと話し方は

でとないJと 考える方もおられると想像しま

す 無 議 ス ピー,に おいて上手|=間を取る

ことは決して簡単なヮザではありません

スピーチにおいて上手に田を取るによ ―

にも=に も 「スビーチの経験を積みとがら

その都度 側 き手の反応を注意深く構奈し

“
よりヽい間の取り方 を 模索していくJと

いう方法がよいでしょう

「経験は学びの母Jと いうおく 一 っ一っ

スピーチをRね ながう 自 分なりに 少 しず

つ間の取り方を改詳していくことを心掛けて

みてください

知“0 0

(6)「会社は命」というよりも「会社は
°
生さ甲撃"」という精神喜選を大切に1

経営者が会社内で行うスマーチの奥型とし

て想像しやすい話の中身は 「会社は剣 「自

分の会社を愛しをさいJと いうものでしょう

無議 藤 しい競争性含で会社が,′ イヽブし続

けるため,=は こ のような考え方をしっかり

と持って日々 め仕事に全力を尽くすというこ

とが必要不可欠です

しかし そ もそこ 「会社に命Jと すえる

かどう力の問題は 社 員一人ひとりにおける

価値寵の問題 言 い終えれf「 会社組織力ヽ

自分'ことってどのようを存在であるかJは

まさに Ⅲ riv8■Inal卜●r"(個 人の問題)そ

のものです

本来 優 れた経営者とは 「社員をやる気

にさせる力玉Jを 捕えた人物です。社員の

「やる気Jを 引き出す技術……この技術は

経営者自身が過去において 「
“
末瑞の仕卒

i

においてそれをめの手者を経験し 汗 と涙で

ビジネスを成rylに導いたJと いう具体的経験

がなければ そ う易々と身に付く技術ではあ

りません

「人をやる気にきせるJ ― では 人 (杜

日)は  一 体どのようなブロセスを経て

「トヨトンやってみようl Jという気持ちに

なっていくのでしょう力、

「やる気J  それは 「仕事をすること自体



が
・
生せ甲斐 Jと なったと言t学 生えるも

のたと思います

既して 人 が1!事をする上において 大 越

く分けて2つの理由 (仕事をすfS理由)力【あ

ると思います 一 つは o「 単に 毎 月の結

料をもううためJ そ して も う一つは

② 「t事におけるミッション (使命)を 実現

するためJで す。

言うまでもないことですが ミ ッションを

持って仕jIをしている人の仕HHぶりは そ う

でない人と比べると 実 t r雲 泥の基
"が

あります。優れた経営者に共涯するポイント

とは 「経営者自身が 社 員に 働 営甲斐
'

を持たせる逮人であるJと いうことです こ

れは即ち 社 員に 「会社の仕事をすること

それ自体わ` 社 員における 大 きな生さ甲

斐
'で

あるJと 態じさせるということです。

スピーチを通して社員の士気を上げる目的

で 「会社が命Jと いう如く 社 員に会社の

実務を押し付けるだ)では何の効果も出ない

でしよう。社員は そ うした会社の方針から

は 仕事に対する “義務題  しか閣じること

はありません

社員の士気を確実に上げるためには ス ピ

ーチ1二おいて 一 にも二にも f会社の仕事

は 自分たちの
・
生宮甲斐

'そ のものJと い

う前向営な煙え方ができるように 「緒す内

容J「話し方Jtこ工夫を経らすことが肝要

経営者にお1する望ましいスピー=候 は 社 員

0

の前で議をするときは 常 に ① 「化専の面

白さを伝えていくJ ② 「会社が収し粗むビ

ジネスの社会貢献度を伝えていく」という一

貫した京リシーを堅持することが得策と言え

ます。
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皆さんが飛行機で海外に出掛けると意 空

港 あ るいは 飛 行機のⅢで日にするアクリ

カ人の家族や″ループを見て 「この人たち

は本当に長く喋るな一 あ んなにたくとん喋

っていたち そ のうち “話のネタ
°

が尽宮

てしまうのではないだろう力?Jと 感じた繕

残があると想像します

「アメリカ人は長く峰るJ こ れを広美に解

釈すると 「,メ リカ人は 人 と交わるのが

好さである」ということです 「人と交わ

るJと いう概念を天海の一言ていうと そ れ

!=「コミュニケーションJ 他 者とより良い

,ミ ュニケーションを図るには や はり't向

営な思考法 発 想法を堅持して 上 手に自分

を去現しててヽくことが求められます

北米で、ヨー。フ′iでも 人 は々常に

「自分を上手に表現するJこ とを心掛けて任

日の生活を凍しみ そ して ビ ツネスにおい

ても 「より効果的な自己表現法Jを 探求し続

けています 西 汗村会で 常 に 「最も慢れた

スピーチの達人Jと して程えられるノせ物とい

えば F8連いなく ア ナリカ合衆□の大れ領

でしょう

=存 知のように ア メリ"で 締 領に選ば

れるということは 拍 格過 ぎる
'と

もいえ

る長t 大ヽ統領選挙戦で勝ち抜 くということ

201 0 0

大統領選挙城で勝ち抜くということは 即 ち

「
“
アメリカで最t優 れたスビーチの達人 と

して 自 争の政治的見解 主 張を大衆にわか

りやすく伝えることに成功したJと いうこと

を意味します

「rf治的見解 主 張をわかうやす く伝え

るlJ― ― 「アメリカの政治って そ んなに

わかりやすいものなの!Jと 感じた読者の方

も1 るヽでしょう

旅論 政 治は本来 “雄しい代物
" た

だし

さまままな人種 民 族 文 化 習 慣 宗 教

価値風などが混在する
。
多民族同家フアリ

カ
'で

は 大 統幅選挙戦の期間中は 候 補者

の友ビーチにおいて 候 補者白々が 「この

人の政策は 実 != い い政策だ」「謡がわか

りやすいJと いう好印&を 指たれない限り

選挙機で勝利するのは 夢 のまた夢  ,メ

リカでは 一 流の政治家は者 「具体的な政

策を 明 確にわかしやす(述 べるJと いうス

ピーチ術に徹しています

経営老である読者の皆さん卜とって参考に

なる大統領のメビーチとぃえば 毎 年1回

アメリカ合衆国連チヽ議会議事堂において年頭

に行われる 「
―俊数き滋説J(Shle of the

U前oぃAdaress)で す 一 般敗書演説は 大

統領がアメリカの二権 (Hl法 立 法 行 政)

軍の幹部の面前で行うスピーテであり 古 く

は 1790年 1月 S口 初 代六施領であるショ

ーシ ワ シントンによって始めうれたスピー



チです

現在 現 眼め大統領が行った最新の一般数

警演説 よ ホ ワイ トハウスのウェブサイト

(htlP//wNw whlにヽouse ttv/)にて そ のす

べてを動両で見ることう1できます 超 共同テ

メリケにおけるトップリーターの 「話し方J

「振る舞い方Jを 書考にすることは 企 業の

ヽフブとして 「組織純括をスムーズに行

うJと いう 壇 要な職責 を 持つ経営者にと

って極めて有益であると言えます

日本の経常者の皆さんが ィ ンターネット

を通して一般敏書演説の助画を見ると壱 女

駐択が喋る英語の内容が理解できるかどうう

は そ れほど大旨な問題ではありまをん た

とえ業語が者手でも 大 統領のスピーチtは

「
“
純組の トップ

Ⅲ
としての経営者が活lH 府

用でせる話し方 携 る第い方」が稿仙されて

います 「
“
世界て一番話し方がうまい人効

'

は 一 lAどのようにして場の客Em8気を盛り上

十 ど のようにして闘宮手の心を檀むのかJ

尾非 こ のような問題意識を持ってホレイト

ハウスの動画をご覧いただとたいと思います.

大統nfIのスピーチには こ れを手本にせず

して一体何を手本にするのか
'と

断百でさな

ほど そ こには 実 にどまさまな 「Sを摺む

スピーチJを 実現させるための率崎らしいヒ

ントが備されていなのです

以下において ア メリタの鷹代の大統領が

行ってきた一般歓書演説を稔合的に「r祈し

i 0

より優れたスピーチを行うことを視EFに入れ

日本の経営者のをさん,こ心掛 すていただきた

tヽく重要■イント)に ついて列挙します

0掃 に 「線の雰囲気Jを 察する

0話 すスピードは 「題すぎない 遅 すぎ広

い」をモッ|―として理性的にコントH―

ルする

0‖ 殴議を避け 具 体的事帆を安えなかう

明廼に わ かめやすく話す

0暗 覇感のある船墳のコーディネーションを

心掛ける (問き手の好感度を上げる)

033す 内容は 「UHど子の強が耳tこしても理

解できる内容Jに 的を絞る

0出 宮手が疲れないよう 話 の中で通渡に

「田Jを 取る

0常 に 瀞 十 (hI女)と して 晟 格のある畜

し方 振 る界い方を心掛ける

0「 話し手 間 と手相互における心の,ミ ■

ニケーションJを 基盤とするスピーチを心

掛ける

これらの R要 ギイント)は  同 Ffに 西

洋 末 洋に限らず 政 治 経 済 ビ ジネス

学術 文 イヒ 芸 術等の分野において 世 界中

のトップリーイーが実践する 「優れたスピー

チに共通する基礎的条件Jで もあります 読

者の皆さんにおいては 杜 日の前でスピーチ

を行うとと こ 井 こ れらの (重要ポイン

御 00



卜)を  鞄 綸のトッブ
｀

としての 「黄行J

と 「品格Jを指って実践していただ旨たいと

願っています。

20100

lR後に 説 者の管さんに対して 「心を個

むスピーチJを 確実に実現するための思考法

についてご提率したいと思います こ の嶺会

を
“
新しい出発点 と して よ り確実に

「社員の心を贈むスピーチJを 実現するべく

以 ドの事項に留意しながらg■のビジネスラ

イラを送っていただせたいと願っています

O社 員の興味の対象を知る

0偏 t 新 しい情報を得ること,こ精進し 時

代を先読みするビジネス リ ーターになる

O「 極官字は
“
人岡宇

"で
あfSJという見絞

で経営に取り題む (「人田の本任Jを 知ら

すして 強 かな澤筈はでをなI)

①業辞麗旬より3「実行力」"城 力を発揮す

る

⑥スピーチは結局 「自己鼓現Jそ のもので

ある

O「 ミッションJ(捜命感)を 持つキL員を育

てること1こ全力を尽くす

本書では ス ペースの関係上 社 員の前で

「心を櫓むスピーテJを 実現することを合は

に置いて 即 効性のあるポイントをご紹介す

ることに向を液うました

より具体的に そ して よ う評しく  グ

11



オリティーの高いスピーチ
"を

実現するため   手 に活用なさり 自 身の会社組構に よ リタ

の考え方 発想法 技術を知りたい方は わ    く の (生き生きとしたエネルギー〉ど注入し

たくしの本 「「結し方」の達人J(経済界)   現 在取り組まれているビジネスを き らに成

を参考にしていただけたら幸いです        功  発展へと導かれることを切望しておりま

読者の皆さんが こ こで競まれた内容を上   す
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